補習所Wordラボ③フォントサイズ→文字数・字送り

設問：このファイルのテーマフォントは、どうなっているか確認しなさい。

ヒント：補習所のWordもテーマフォントは「ＭＳ明朝」である。


設問：ページ設定ダイアログで、今の、「文字数と字送り」を確かめなさい。

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほまみむめもらりるれろわをん


ヒント：「文字数と行数を指定する」にチェックを付けておく。

設問：「文字数」を10にしなさい。また「字送り」を24ptにしなさい。その時「文字数」と「字送り」はトレードオフ関係であることを確かめなさい。


ヒント：トレードオフ関係とは、「2つの物事がある状態で1つを選択すれば他方が成り立たない状態や、一方が得をすれば他方は損をしてしまうというような状態や状況」「反比例」などのこと。
ヒント：「字送り」は1文字の横幅。あまりに狭すぎる字送りはムリ。
ヒント：今やっているのは、「横」に着目した話。


設問：フォントサイズを、ドラッグ無理やり11ptにしたら、当たり前だが、ページ設定の「文字数」と齟齬が出ることを確認しなさい。

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほまみむめもらりるれろわをん


設問：フォントサイズを、ページ設定ダイアログで11ptにしたあとに、ページ設定を「文字数」40にしなさい。

ヒント：この時、ちょっと狭いが（字送りは狭いが）、40字入っている。

【結論】
ここでわかることは、本文領域が一定サイズである条件下において
①ページ設定ダイアログでフォントサイズをまず変える。
②その後、「文字数」を設定、としないと狂う。
補習所のフォーマットを見ると、ページ設定ダイアログで、11ptにするのではなく、ムリヤリドラッグ法で11ptにしたため、その後40字設定を行ったとしても、文字数がうまく反映されず無意味。ムリヤリドラッグ法はページのフォント設定などとは到底呼べるものではないわけである。



設問：A4用紙の大きさは、縦何mm×横何mmか。


ヒント：用紙のサイズを忘れてもCtrl+Pで、印刷プレビューに行けば書いてある。
ヒント：ちなみに、10mmは1cm。



設問：今、このページは余白が何mmか？


ヒント：Alt＋PSP。でも良い。
ヒント：余白がどこか頭の中に描ければ良い。余白が決まれば本文領域も決まる。





